








































































































































































































石斧 台形石器 ナイフ形石器 その他の石器 残核 剥片／砕片 原石 計
黒耀石 0 37 2 510 154 5786 0 6489
玉随 0 14 0 84 93 1727 0 1918
蛇紋岩 71 0 0 2 0 84 1 158




石斧 台形石器 ナイフ形石器 その他の石器 残核 剥片／砕片 原石 計
黒耀石 0 26 2 8 63 825 4 928
その他の石材 0 0 0 6 0 2 0 8
　　　　　936
望月2000，小林2001より
黒耀石原産地 和田鷹山群 和田小深沢群 和田土屋橋北群 諏訪星ヶ台群 蓼科冷山群 蓼科双子池群 測定不可 計
日向林BI 2833 516 39 34 71 2 45 3540点／6489点中
追分第5文 32 5 一 2 ｝ 一 ㎜ 39点／928点中
対向する貝殻状剥片の剥離手順（素材剥片を横向きに用いるので残核は高さが低く横に長い特徴的な
形状をなし，残核背面に原礫面を残す例が特徴），そしてこの手順が進行して求心状の剥離面を残
す残核に至る手順を抽出することが出来る。基部加工ナイフ形石器の素材剥片ともなっている
縦長剥片の剥離手順は，石器群に痕跡が残されていないようであるが，報告者が特に石刃状剥
片として区別した例を含む，一連の縦長剥片の剥離手順の存在を背面の剥離構成で示唆する大
形の縦長剥片は搬入品であり，地点の剥片剥離技術の中では異質な存在である。石刃状剥片の
うち第5ブロック出土の1点は，産地推定分析の結果，諏訪星ヶ台群であるという。
　霧ヶ峰原産地群のなかで原産地に直近の位置に残された遺跡として，追分第5文化層は，
ATとの関係を踏まえることができる最古の事例である。須藤隆司（2006）は，日向林B遺跡
とともに「中部地方第1期」の古相に位置づけている。
　5つのブロックが検出されていて，接合関係が密集し規模も大きい第5ブロックは，第3ブ
ロックを除いて，これに近接して形成されている小規模な第1・2・4ブロックとの問にそれぞ
れ接合関係があることが復元されている。石器作りの作業内容は，必ずしも原石から始まるの
ではなく，報告者はより原石採取可能地点に近い鷹山遺跡群の1～XU遺跡付近に石核素材の作
り出しに係る地点の存在を予想している。これに加えて，搬入された大形縦長剥片の存在とそ
の産地推定結果からは，追分第5文化層を残したヒト集団が，単に特定の原産地から原石を拾
集し石器作りを行っていただけでなく，この時期既に霧ヶ峰原産地群の間を行き来していたこ
とを強く示唆する。最初の問題は，霧ヶ峰原産地群に残された最初期の黒耀石利用の時点で，
既に標高1，500m付近の原産地と原産地の問を往来していた痕跡を残したヒト集団は，そこで
何をしていて，どんな性格を負っていたのかということになる。
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皿　追分ヒト集団の性格
　この時期，星糞峠産（和田鷹山群）の黒耀石が多量に搬入されている場所は，野尻湖遺跡群
の環状ブロック群である。追分遺跡から直線距離で北方に約80km離れている。関東平野の
X・IX層段階に対比されている「野尻湖1期」（谷2007）を代表する日向林B遺跡（日向林1石
器文化）（谷2000）は，野尻湖底堆積物に埋没している「野尻湖文化」（中村2002ほか）とあたか
も交代するかのように遺跡が陸上に突発的に現れ，みるまに増加した最初期に残された環状ブ
ロック群の一つである（第3図・第1表）。
　報告によると石器組成は，石斧60点，台形様石器59点，ナイフ形石器2点，「掻器状石
器」276点，「貝殻状刃器」1，176点，削器59点，挟入削器31点，鋸歯縁状削器50点，厚刃
掻器123点，彫器29点，揉錐器31点，懊形石器11点，二次加工ある剥片114点，微細剥離
のある剥片385点，残津組成は，残核255点，剥片・砕片6298点，敲石14点，磨石4点，
砥石2点，石器類の破片18点であり，これに有孔石製品1点が加わる。黒耀石製石器6，489
点のうち，3，540点が産地推定分析されたところ，和田鷹山群が2，833点，和田小深沢群516点，
和田土屋橋北群39点，諏訪星ヶ台群34点，蓼科冷山群71点，測定不可など45点である（望
月2000a）。日向林1石器文化の出土層位とされるVb層の放射性炭素年代の測定値は6例あり，
そのうち極端に若い年代を示す1例を除くと，28，230±210BP，29，640±240　BP，29，820±250
BP，29，870±250　BP，31，420±280　BPである（山形2000）。
　日向林1石器文化と追分第5文化層の石器組成は，後者に石斧がないことを除くととてもよ
く似ている。日向林Bの台形様石器は，後のナイフ形石器と同様に，単純に素材剥片を水平
面で左右に回転させることで両側縁を主剥離面から表面へ加撃して加工部位を形成する例と，
多種の加工手順と加工度合いを内包する両面調整技術による例が共にあるが，数的には前者く
後者であることで，追分と共通する。残津組成では，剥片・砕片数で日向林が追分の約8倍。
となると残核数も同様な比率かというと，日向林Bは追分の約3倍程度に留まる。追分のほ
うが，残核の遺存率が高い。日向林Bの剥片剥離技術には，まず，連続して縦長剥片を打ち
剥がす，打面と作業面の役割分担を固定して進行する手順の存在が希薄であること，そして報
告者も指摘するように，側面をもつ角礫状の原石を用いて正面・側面で貝殻状剥片を打ち剥が
し，場合によると最後には打面と作業面の役割分担が崩れてサイコロ状の残核に至る手順とと
もに，おそらくは大形の厚手剥片を主に素材とし，長軸を横向きにして主剥離面で上下に対向
する向きに貝殻状剥片を剥離し，場合によればさらに求心状に剥離が進行する手順があること
が認められる。このように，日向林Bの剥片剥離技術と残核形状の組み合せは，追分に似る。
両者の放射性炭素年代値も近い。加えて，黒耀石製石器の産地推定分析結果は，日向林Bに
蓼科エリアがあることを除くと，両者とも和田鷹山群を主体として和田小深沢群と諏訪星ヶ台
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群が伴う組み合せである。
　もちろん，両者が遺跡間接合のような意味で同時存在するとは考えにくいが，霧ヶ峰原産地
群での黒耀石拾集に対応する野尻湖遺跡群への運搬と黒耀石消費というモデルの中で性格付け
が可能な遺跡であるということができる。アセンブリッジが明確な原産地と消費地の遺跡の相
互を用いて，黒耀石製原石残渾の広域分布のプロセスを復元できる最古の事例である。
　日向林Bは，報告に付された計測データをもとに割り出すと，完形の石器類のうち約20％
に黒耀石の原礫面が残されており，消費地にしては石器類に原礫面の残存率が高い。遺跡には
黒耀石原石かそれに近い状態の原料が運び込まれた可能性が高い。追分（あるいは採取可能地点
に残された未発見の遺跡を考慮すると鷹山遺跡群というまとまり）は，先に述べたような立地条件か
らして未消費原石の運搬の起端となる遺跡と考えるのが自然である。
　先ほど，残倖組成における残核の比率が追分で高いことに触れたが，これは原石の容易な獲
得に後押しされて，石核の持ち越しよりも残核の廃棄が先行した結果と考えられる。後の原産
地遺跡のように，石器作りの痕跡が大規模化していないのは，あくまで追分の石器群が未消費
原石の運搬を支援するための石器類の製作に係っていて，生存に必要な黒耀石の自家消費分だ
けが遺跡となったからだと考えるべきだろう。原産地における石器類の製作の動機が食糧獲得
と結びついていたとすれば，先に見た原産地（採取可能地点）間の移動を示す状況は，遅くと
もこの時期までに，霧ヶ峰原産地群が石器原料の獲得場としてだけでなく狩場としても知悉さ
れていたことを強く示唆する。未消費原石の拾集と運搬は考古資料には直接の痕跡を残しにく
いが，追分の石器群の形成の背後に埋め込まれていた行動系であると考えたい。そして，鷹山
遺跡群から野尻湖遺跡群への80km以上の道のりは，河川にそって北上すればほぼ確実に往
復できる。追分のヒト集団は，日向林Bに代表される環状ブロック群の背後にあるヒト集団
の部分であり，黒耀石原石の持ち帰りの任を帯びた，山岳部での生存技術に長けた構成員から
なる別働隊として派遣された一団だったのだろう。次の問題は，本隊である環状ブロック群で
は黒耀石を巡ってなにが行われたのかである。
IV　霧ヶ峰・八ヶ岳原産地群と環状ブロック群
　日向林Bの環状ブロック群は，第1号ブロック～第15号ブロックで構成される環状部と，
第16ブロック～第20号ブロックからなる，ほとんど分ちがたいブロックの一団で構成される
中央部から成り立っている。この環状ブロック群の東側には，約15m離れて第21号ブロッ
ク～第23号ブロックが，そして南側に接して第24号ブロック～第30号ブロックが分布して
いる。
　接合例の分布を観察してみよう。遺跡の最上位石材である黒耀石製石器類の接合例のうち，
図示されているものは，環状部の1ブロックで接合している6例，環状部の複数ブロック間で
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接合している7例，環状部の1ブロックと中央部の間で接合している例7例，環状部の複数ブ
ロック間と中央部で接合している例7例，中央部で接合しているもの2例である。なお，環状
部の黒耀石製石器群組成数は2，952点（残核120点），中央部のそれは2，865点（残核99点）でほ
ぼ同等である。また，最上位石材である黒耀石に次いで遺跡の上位石材となっている玉髄も，
黒耀石製と同種の接合例の組み合せと分布をもって重ね合わされている。
　こうしたとき，環状部の各ブロックも中央部で重複しているブロックも，いずれもが石器製
作場所であったことは明白である。環状部を構成するブロックは，ブロックを単位とした完結
する石器作り，ならびにブロック間での石器類のやり取りを行うことで，その石器作りは自律
している。同じことは中央部についてもいえる。ただし，円環部と中央部の接合関係が両者の
間に石核あるいは石器類の動きがあることを示している。そして，石斧の保有状況を除いて，
利用石材の消費（保有）と石器作りの作業内容は，環状ブロック群をとおして「均質」なあり
方が指摘されている（谷2005）。
　いわば全てのブロックが接合関係を通して連携していることを示すこれら接合例の構成は，
環状ブロック群における「循環過程」（稲田2006）と呼ばれる，利用石材の保有を（場合によれ
ば一定範囲のブロック間で）平準化する機制の断片を反映しているものと考えられる。黒耀石と
玉髄は，野尻湖から100km圏のそれぞれ南と北の外縁部付近からもたらされた遠隔地石材で
あるが，両者に分け隔てなく同様の機制が働いている。一方で，日向林Bの環状ブロック群
の形成の契機と機能には「大型獣解体説」が支持されている。谷和隆（2005）は，中央部は動
物遺体の解体場であり，中央部のブロックは解体具の製作に係っていて，その際に共有された
石器類が円環部に持ち込まれることで，結果として中央部と円環部の接合関係が生じたと主張
している。確かに接合例からはそうしたエピソードも復元可能ではあるが，接合例自体が接合
作業を通して任意に抽出された資料であるという性格からは，あくまで全体の断片である。仮
に，環状部のブロックの個々が，ヒト集団の最小単位を表しているとすれば別働隊によって
搬入された黒耀石とおそらくは玉髄にも係る原料の消費と石器作りの作業内容とが，最小のヒ
ト集団を通して全体で平準化される過程に含まれるエピソードだと考えられる。別働隊が持ち
帰った「誰のものでもない」黒耀石原石には，環状部のブロック間で再度融通されるとしても
一旦「誰かのもの」になる過程が必要だと考える。つまり，中央部と環状部で石器類の動き示
す接合例の断片的な組み合せと分布は，最小のヒト集団が共有していた空間と考えられる中央
部で重なり合って形成されたブロックが，環状部のブロックの個々に遠隔地石材の石核石器
素材そして石器類を供給する機能を備え，あわせて遠隔地石材を分配（平準化）する，という
全体的な機制の一断片を現していると考えたいのである。
　もちろん，野尻湖遺跡群の環状ブロック群から派遣された別働隊は星糞峠だけに赴いたので
はない。日向林Bには蓼科エリアの黒耀石製石器群が一定量残されている。同じく野尻湖遺
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跡群にある貫ノ木遺跡第3地点（大竹2000）の環状ブロック群の黒耀石製石器群は，和田鷹山
群（483点／測定2819点中）に加えて諏訪星ヶ台群の黒耀石が最上位産地別資料（1，051点／測定
2，819点中）となっている（望月ほか2000）。
　原産地を利用したヒト集団は，単に原石獲得場としてだけでなく，同時に狩場としても開発
していたということが原産地・消費地モデルと産地推定分析から支持される。このように，霧
ヶ峰・八ヶ岳原産地群の一帯は，環状ブロック群の成立と並行して遺跡群の形成が顕著になっ
たと考えられる。ただし，後の石刃石器群や小形槍先形尖頭器石器群の時期にある大規模な遺
跡形成を予測することは出来ない。
V　日本海・太平洋間往復経路と環状ブロック群の分布
　一方，霧ヶ峰の諏訪湖側では，ジャコッパラ遺跡No．8・No．12地点（田中1995）の台形様
石器石器群，諏訪湖東岸遺跡群には石刃石器群である茶臼山遺跡（藤森・戸沢1962）が分布し
ている。いずれも石斧を伴っている。これらは，追分とは反対に太平洋側への水系に連接する
場所に立地しており（第1図），太平洋方面へ立ち戻っていく別働隊が残した逗留地の候補とし
てあげられる。同様に，八ヶ岳火山麓に分布する弓振日向遺跡や横針前久保遺跡（村石ほか
2000）の台形様石器・石斧石器群における黒耀石消費は，宮川ならびに釜無川・富士川水系に
対応する往復経路の痕跡を示唆している。特に，横針前久保の産地別リストは，諏訪星ヶ台群
を主体（103点／測定117点中）としながら，神津島恩馳島群（3点／測定117点中）が含まれてい
る（望月2000b）。となると，本隊のヒト集団は，愛鷹・箱根山麓の環状ブロック群を含む遺跡
群に所属していることが予測される。
　このように考えを進めて，日向林Bの玉髄消費を含めて勘案すると，珪質頁岩地帯との関
係が予想される玉髄原産地の詳細は不明だが越後平野北部方面の日本海沿岸と野尻湖遺跡群を
繋ぐ千曲川・信濃川水系に対応する北部往復路，そしてここに紹介したように野尻湖遺跡群と
霧ヶ峰・八ヶ岳原産地遺跡群の中部往復路　さらに霧ヶ峰・八ヶ岳原産地遺跡群と愛鷹遺跡群
の南部往復路というように，大きく3つに分節化されながらも連接し，日本海沿岸と太平洋沿
岸とを水系を通して結ぶヒト集団の往復経路（川筋のミチ：安蒜1997）が，おぼろげながらも見
えてくる。日向林Bの石斧石材（蛇紋岩類）に示される姫川流域方面も往復経路の北端に含ま
れていたのだろう。ここでいう往復経路は，安蒜政雄（2004）の「歴史境界地区」及び田村隆
（2006）の「北陸一羽前回廊」と重なる。
　また，こうした日本海沿岸と太平洋沿岸を結ぶ南北方向の往復経路の連接は，この時期一つ
ではなかった可能性が高い。というのは，国武貞克（2008）は，関東平野東部から高原山黒耀
石原産地さらに北方の会津盆地西部に至る利用石材の採取可能地点の分布から，立川ローム第
2黒色帯中における関東平野東部の「移動領域」と「生業領域」が，主に南北方向で伸張して
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いたことに言及しているからである。ただし，環状ブロック群である笹山原No．8遺跡（柳田
1995）が会津盆地の東端に位置しているが，いまのところ高原山遺跡群（田村・国武2006）から
北方へ，珪質頁岩地帯へと折り返していく，ここでいう分節化した往復経路は見いだされてい
ない。高原山産黒耀石は，旧石器時代を通して北へは動かされていないようである（芹沢
2006）が，今後の発見を期待したい。加えて，阿賀野川流域以北に樽口遺跡A－KATD（玉髄
44点／石器群組成総数59点中：立木1996）や坂ノ沢C遺跡（鈴木1999）など台形様石器石器群が
分布し，後者の台形様石器と石斧の利用石材は阿賀野川を通じて会津盆地方面，また上越方面
との関係を示唆しているので（鈴木前掲），不明な部分はあるものの，やはり日本海沿岸と太平
洋沿岸を結ぶ連接しながら分節する往復経路があった可能性が高い。
　つまり，遅くとも環状ブロック群が成立するまでには，関東平野はその東西で日本海・太平
洋間を縦断する最低2つの往復経路に挾まれていたと考えられる。一方，栃木県上林遺跡第2
文化層の環状ブロック群からは，黒耀石製石器群（382点／石器群組成総数3，540点中）のうち，
諏訪星ヶ台群（314点／測定375点中以下同），和田鷹山群（6点），和田小深沢群（3点），蓼科冷山
群（21点），蓼科二子池群（1点），高原山甘湯沢群（17点），箱根畑宿群（2点），天城柏峠群（1
点），神津恩馳島群（10点）という優れて集合的な産地別リストが得られている（出居ほか
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第4図　日本海・太平洋間往復経路の概念模式図（試案）と環状ブロック群の分布
　　　（数字は環状ブロック群の数：橋本2006より）
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2004：望月明彦氏による分析）。関東平野を挾む東西2つの日本海・太平洋間往復経路は，主に霧
ヶ峰・八ヶ岳原産地群の黒耀石が関東平野部に広域分布することを通して，お互いに連絡し合
っていると見ることが出来る。
　そして，この東西南北に広がる長大な往復経路を環状ブロック群の分布と重ね合わせると，
日本列島で分布が最も密集する地域を取り巻き貫通する（第3図）。日本海・太平洋間往復経路
に貫かれる地域の中でも，環状ブロック群の分布が顕著な関東平野北部と東部の状況は，東西
の経路上を動くヒト集団の頻繁な往来に起因するとの指摘もある（安蒜2006）。分節化された
各往復経路から派生する居住地には，往復経路の違いをこえて共通して台形様石器や石斧を組
成する遺跡が残されていることから，当時のヒト集団は，分節化された往復経路の各連接点を
こえて，日本海沿岸から太平洋沿岸の間に広がる広大な土地を南北・東西に行き来していたと
考えたい。これらヒト集団は何者で，何をしていたのだろうか。
W　黒耀石原産地の発見と利用の変容　黒耀石利用のパイオニア期
　近年，諏訪問順（2006）ほかによって，考古学的な再現性を明らかに示す旧石器時代遺跡の
登場期が，立川ロームX層段階として改めて整理されようとしている。黒耀石の石器原料へ
の利用は，関東平野のX層段階の開始と軌を一にしている。確かに黒耀石の利用があったと
しても，例えば西台後藤田遺跡第Xa層文化層（藤波ほか1999）のように一般に製品の搬入に
偏り（8点／石器群組成総数119点中），消費量は少ない（産地推定結果は「和田峠」：パリノサーヴェ
イ1999）。チャートのような遺跡の立地に近い石材の利用が優勢である（中村2006）。また，武
蔵野台地でもこの時期の石器群が複数地点密集する遺跡群的な様相を示す国分寺崖線付近（伊
藤2007）には，武蔵台遺跡Xa文化層（横山ほか1984）のように黒耀石消費が顕著な地点がある
（170点／石器群組成総数185点中：伊藤2006表2より）が，他から突出していて再現性が低い。
　一方，「愛鷹・箱根山麓第1期」前半のBBW層の石器群に，遺跡間で再現性の高い黒耀石
消費が認められているが（高尾2006），より古相を示すBB四層石器群（富士石遺跡，追平B遺跡，
井出丸山遺跡等）でも信州系と神津島系の黒耀石が既に利用されているという（廣瀬ほか2006）。
頁岩・ホルンフェルスの在地系石材石器群とは，両者がブロック内で共伴する例もあれば，地
点・ブロックを違える例もあるといい，両者の系統差も指摘されている（廣瀬ほか前掲）が，
神津島産を含め黒耀石利用の始まりを巡る情報が豊富に残されている可能性が高い地域だけに，
今後の詳細な検討が期待される。
　編年的な対比にはまだ問題があるが，標高約LOOO　mにある香坂川流域の佐久市八風山1遺
跡（須藤1999）や同香坂山1石器文化（谷2001）は，この段階に霧ヶ峰・八ヶ岳原産地群と同
時にガラス質黒色安山岩原産地が発見された可能性を示唆する。というのは，八風山1の石刃
石器群では5，744点のガラス質黒色安山岩石器群に黒耀石製の3点のスクレイパーと1点の剥
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片が，香坂山では390点の石器群中，黒耀石製の8点がスクレイパーと剥片となって組成して
いるからである。八風山llの産地推定結果は，和田土屋橋西群と和田鷹山群（望月1999）。八
風山Hと香坂山の放射性炭素年代値は，前者が32，240±260BP，32，180±260　BP，32，190±
260BP，31，860±250　BP，31，360±230　BP（古環境研究所1999），後者が31，650±190　BP，
30，950±170BP，30，510±160　BP，31，630±BP（古環境研究所2001）である。また，千曲川を挾
んでより八ヶ岳北東麓に近い立科F遺跡（須藤1991）の台形様石器石器群は黒耀石を主体とし
（169点／石器群組成総数211点），原産地推定は「和田峠」と「星ヶ塔」（鈴木・戸村1991）。しかし
ながら，霧ヶ峰・八ヶ岳原産地群では，この時期に対比できる石器群の存在は不詳である。
　いまだ断片的で編年的な問題もあるが，ある一定の地域の中で再現性を伴って黒耀石利用が
認められる愛鷹山麓とそのような再現性の低い武蔵野台地を代表として，地域的なあるいは遺
跡間の格差が大きいことを特徴として，各地の黒耀石利用には次に続く地域的なあり方のひな
形が認められると評価できるとともに，富士火山帯に点在する山岳部と太平洋上のほぼ全ての
黒耀石原産地が発見されている。
　現状で，X層段階の黒耀石利用の始まりと再現性を伴う遺跡の登場とを併せた状況が，関東
平野においてこれ以上は古く遡らないとすると，富士火山帯一帯に飛び地する原産地の数々を
X層段階のヒト集団が発見する過程を説明しなければならない。仮に同じ状況を示すインダス
トリーの年代が遡ったとしてもこの手続きは変わらない。新来のヒト集団は，未踏査の土地か
ら石材全般や食糧事情を網羅的に調べ上げ利用するために，生存環境についての探索を行う必
要があったはずである。関東平野との標高差1，500m以上の山岳部と太平洋上に位置する黒耀
石原産地の発見は，生存環境の探索に伴う偶然の産物であったと説明することが出来る。神津
島産黒耀石の発見を認めるならば，生存環境探索は海洋近海に及んでいたことになる。合目的
的な黒耀石原産地の黒耀石と土地の利用は，先に見たように，環状ブロック群の成立以降であ
る可能性が高い。したがって，利用の始まりにおける黒耀石製石器群は，石器原料としての目
的的な利用よりも，特に遠隔地においては，むしろ網羅的な生存環境探索により居住地に持ち
帰られた情報全般の一部としての性格をもつことが予測される。原産地と消費地との間でヒト
とモノの規則的な動きを遺跡連関からはっきりと検出することは難しい。
　ところで，環状ブロック群の継続期間は，おおむね関東平野南部の立川ローム第2黒色帯下
部（IX層）に集中していることが指摘されている（橋本2006ほか）。その始まりと，　X層段階の
黒耀石利用の始まりとの間には，時間差を認めることが出来る。環状ブロック群の登場は，先
に見たように，特定の採取可能地点と結びついて組織だって行われ，分配の過程を伴う黒耀石
利用を促した。また，多方面から由来する黒耀石が広域に分布するネットワークの存在を示唆
する，集合的な産地別リストをもつ環状ブロック群も現れた。黒耀石利用の始まりと環状ブロ
ック群の登場を仲立ちとするその変容の過程をまとめて「黒耀石利用のパイオニア期」としよ
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う。この時代に黒耀石原産地群の探索・発見，利用の機制化が段階的に果たされたとすれば，
その加担者を黒耀石利用のパイオニアと呼ぶことも出来るだろう。
W　黒耀石利用のパイオニア期と日本列島人類文化の起源
　黒耀石利用のパイオニア期は，日本列島人類文化の起源を巡ってなにを含意するだろうか。
ただし，黒耀石利用のパイオニア期は，ここに設けた日本海・太平洋間往復経路から派生した
一地域的なエピソードに過ぎない。加えて，環状ブロック群の役割が石材の分配や大型獣の解
体だけにあると考えることも出来ない。黒耀石利用のパイオニア期の進行と変容に加担したヒ
ト集団は誰で，どこから来たのか。
　黒耀石利用の始まりの時期に原産地・消費地の遺跡連関が潜在的にあるのと同じように，網
羅的な生存環境の探索と重なって日本海・太平洋間往復経路もまた考古学の目からは逃れなが
らも潜在していると予測しよう。すると，分節化されている往復経路の処どころが遺跡連関を
通して明確化する時期と，環状ブロック群の登場が軌を一にしているとすれば次々と日本
海・太平洋間の土地の探索を続けながら，より多くのムラの構成員がその情報を共有出来る一
つの手段として編成されたのが，環状ブロック群の営みであったと考えることが出来る。ヒト
集団は集まり住むことに重点を置きはじめた。しかしそれは同時に，生存環境を予測し，計
画・対処する知識と手立ての増加を伴うので，特定の往復経路に依存する傾向の強いヒト集団
を次第に生んでいったのではないか。第2黒色帯上部（　VI［層）に環状ブロック群が減少し消滅
するのは，より小さな地域により小さなヒト集団が分かれ住む次の時代の始まり，日本列島へ
のヒト集団の定着，ならびにこれに伴う生存環境探索の完了を表徴する出来事であった。
　黒耀石利用のパイオニア達は，中部山岳地帯と居住地を往復し，神津島へ渡航し往復する技
量と装備を持っていたと考えざるを得ない。しかし，具体的な生存技術の内容や装備の存在を
示す考古学的な証拠を提示することは難しい。ただ，黒耀石利用のパイオニア期と環状ブロッ
ク群の消長に並行してヒト集団が装備していた石斧にその一部でも解明する糸口があるかもし
れない。「木材伐採・加工説」と「動物解体・加工説」をふまえた上で，堤隆（2006）は日向
林B出土の局部磨製石斧の使用痕観察に基づいて，使用・再生を経ながら木材伐採から皮革
加工までの幅広い機能を石斧が担っていた可能性を指摘している。佐藤宏之（2004）は，大陸
側の中期旧石器時代から後期旧石器時代にかけて認められる大形礫器に対して，木質資源の伐
採・加工を担っていた局部磨製石斧は，相対的に森林環境が発達していた日本列島における代
替器種として位置づけられると主張している。環状ブロック群と局部磨製石斧の消滅が関係し
合う現象だとすると，むしろ石斧は日本海・太平洋間往復経路から派生したと考えられる網羅
的な生存環境の探索と密接な関係にあったと予測でき，環状ブロック群の盛行よりも古くから
局部磨製石斧がX層段階にあることが，この予測を支持する。いずれにしても，黒耀石原産
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地を狩猟地にも利用する技量・装備の保有に加えて，黒耀石利用のパイオニア期を通して分
配・流通の側面で高い社会性を段階的に発揮したヒト集団は誰か，といえば行動的現代人
（behaviorally　modern　human）であり，黒耀石利用の始まりと変容の過程を日本列島における現
代人的行動（modern　human　behavior）の登場を示す考古学的な証拠の一つであると評価出来る。
ただし，黒耀石利用のパイオニア期の諸現象を現代人的行動の登場として視ることが出来たと
しても，それはここで措定した日本海・太平洋間往復経路から派生したと予想される現代人的
行動の全体的な成り立ちの一地域的なエピソードであることに変わりはない。
　旧大陸西部における考古学的な現代人的行動の証拠とその登場を巡る議論（安斎2005）は，
この問題が優れて地域的な考古・人類・古環境情報の解読に負う性格をもつことを示している
ので，東アジアのさらに東端に位置する日本列島における現代人的行動の規定とリスト化を巡
る仕事は，立場を超えて共同して取り組むべき今後の課題としておきたい。
　彼ら，黒耀石利用のパイオニア達すなわち行動的現代人がどこから来たのかについては，
本論で扱った地理的範囲から予測することは難しい。中部日本に措定された日本海・太平洋間
往復経路は，その日本海側で本州の南北に連接している可能性が高いからである。再現性を伴
う何らかのインダストリーが，約40，000年を遡る日本列島のどこかに発見されない限りは，
日本列島の外からの移住を，別に考慮することが現状ではもっともらしい。列島内では，比田
井民子（2004）が，X層段階に相当する「小型剥片石器群」の成立を基点に関東平野から東北
地方，北海道へと順次年代的に初期石器群の登場が遅れる可能性を指摘し，人口移動の方向を
示唆している。列島への経路について佐藤宏之（2008）は，シベリア南部から環日本海地域の
中期・後期旧石器時代初頭の石器群を網羅的に検討し，中部日本における石刃技法の内在的な
成立過程を踏まえた上で，朝鮮半島を経由する「現代人」の拡散の検討が考古学的には合理的
であると主張する。海洋渡航技術をより重視するならば，日本海沿岸に複数の上陸地点を想定
してもよいかもしれない。今後の課題である。
　冒頭に言及した，X層段階を遡ると主張されている遺跡＝ヒト集団との関係について，現状
では，ここでいう移住によって文化とヒトの「置き換え」ないし「溶け込み」があったとする
解釈と，移住はもっと古く，全ては「連続」するという解釈の両方が成り立つ。あるいは，こ
こでいうパイオニア達が，最初の移住者の一部であったという可能性すら残されている。
　本論は，科学研究費補助金：基盤研究（C）「黒耀石利用のパイオニア期と日本列島人類文化の起源
に関する研究」（課題番号20520664：研究代表者島田和高・明治大学博物館考古部門学芸員，同文学部
兼任講師）による成果の一部である。また，明治大学博物館特別展「氷河時代の山をひらき，海をわた
る一日本列島人類文化のパイオニア期一」（主催：明治大学博物館，会期：2008年10月10日～12月
12日）においても成果の一部を公開した。
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島田　和高
Pioneer　Phase　of　Obsidian　Use　and　the　Human　Culture　Origin
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　the　Japanese　Islands
SHIMADA　Kazutaka
　　　　The　archaeological　discussions　on　the　issue　of　the　human　culture　origin　in　Japan　have
become　active　increasingly　since　the　exposure　of‘Early　and　Middle　Paleolithic　forgeries”in
2000．In　this　paper，　the　author　examines　this　issue　through　reconstructing　the　beginning　and
change　of　obsidian　use　in　the　central　part　of　Japan．　The　Paleolithic　site　clusters　came　into
existence　definitely　between　obsidian　sources　and　consumption　areas　accompanied　by　the
emergence　of　the　circular　settlements　in　ca．30，000　years　ago．　The　circular　settlements
promoted　the　management　system　of　obsidian　use　f6r　lithic　production　through　the　sharing
and　circulation　of　them．　It　is　highly　probable　that　the　cha㎜els　fbr　obsidian　procurement　of
this　kind　fbrmed　a　part　of　a　huge　channel　stretched　around　in　the　central　part　of　Japan
connecting　both　coastal　region　of　the　Japan　Sea　and　the　Pacific　Ocean．　The　begirming　of
obsidian　use，　however，　dated　back　bef6re　the　establishment　of　the　circular　settlements．　It
was　the　same　time　when　the　Paleolithic　sites　e恥erged　repeatedly　in　the　central　part　of
Japan　in　ca．35ρ00　years　ago。　The　obsidian　sources　interspersed　along　Fuji　volcanic　belt
were　discovered　by　human　groups　who　conducted　the　comprehensive　land　and　sea　surveys
in　the　central　part　of　Japan．　In　that　time，　obsidian　was　recognized　probably　by　human　groups
as　one　of　the　inf6rmation　gained　through　land　and　sea　surveys　rather　than　useful　stone　tool
materials．　After　this　period，　obsidian　management　system　was　established　as　mentioned
above．　The　author　calls　this　chain　of　historical　process　as　the　pioneer　phase　of　obsidian　use．
The　human　groups　had　possessed　Paleolithic　technologies　and　equipments　that　enabled　them
to　exploit　obsidian　sources　situated　at　high　mountain　range　and　on　the　ocean　and　had
demonstrated　their　high　social　capability　through　the　obsidian　management．　The　author
proposes　that　they　can　be　considered　as　behaviorally　modern　human　and　that　this　historical
event　can　be　estim3ted　as　one　of　the　archaeological　indicators　f6r　the　emergence　of　modern
human　behavior　in　the　Japanese　islands．
Key　words　Obsidian　Archaeology；CircUlar　settlements　Behaviorally　modern　human
　　　　　　　　　　　　Modern　human　behavior
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